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第 1 部 中近世アウクスブルクにおけるフッガー家と都市指導層 
第 1 章 アウクスブルクの統治構造（1548 年まで） 
第 2 章「フッガー家の時代」におけるアウクスブルクとフッガー家 
 第 2 部 近世ヨーロッパにおけるフッガー家の情報ネットワーク 
 第 1 章 いわゆる「フッガー家の時代」の後の世代へ 
 第 2 章 フッガー家とコミュニケーションシステム 
 第 3 章 アウクスブルクにおけるフッガー家と情報ネットワーク 
 第 4 章 帝国におけるフッガー家の情報ネットワーク 
 第 5 章 ケルン戦争をめぐるフッガー家の情報ネットワーク 
 第 6 章 フッガー家と王侯貴族のネットワーク 
 
 次に、本論の内容について章ごとに略述する。 
 第 1 部は、フッガー家の本拠地であるアウクスブルクの政治・社会構造とその中におけ
るフッガー家の位置を明らかにした。 
















 第 2 部は、フッガー家が国外に置いた支店のネットワークを分析したうえで、アウクス
ブルクで起きた改暦をめぐる宗派対立、ネーデルラント蜂起やケルン戦争といった諸事件
を通して、都市内部および帝国におけるフッガー家の情報ネットワークを分析した。 
  第 1 章では、フッガー家全盛期の当主アントーン没後の 16 世紀後半におけるフッガー家
と同家が経営する商社の経営状況を分析したうえで、この時期のフッガー家を率いたハン
スの生涯とその時代を概観した。 
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